
 

                                 2018(平成 30)年 10 月 18 日 

文責（信國） 

全国学力・学習状況調査の結果から 
 10 月 15 日付の八女市広報にも掲載されておりましたが、全国学力・

学習状況調査の結果が公表されました。文部科学省は学力の重要な要

素として基礎的な知識・技能の習得に加え、それらを活用し、自ら考え、

判断し、表現する力を育成するとしています。その観点から、基礎的な

知識・技能を問うＡ問題と、活用力を問うＢ問題が出題されました。本年度、調査を実施した３年生では

【国語Ａ】は県平均と同じ正答率でしたが、全国平均をやや下回りました。同じく【国語Ｂ】は、県平均

と全国平均を下回る結果となりました。【数学Ａ】、【数学Ｂ】、【理科】は県平均及び全国平均を上回りま

した。この点を踏まえ、表現力を含めた活用力を高めることをねらって後期の授業を充実していきます。 

生徒質問紙から見える本校生徒の実態 

 全国学力・学習状況調査では学力の基盤となる学校生活や家庭生活、地域との関わり等についてアン

ケートを実施しています。ここでは県や全国と比較し、「１．当てはまる」と答えた生徒が 10 ポイント程

度高かった質問項目と、逆に県や全国より低かった質問項目の結果をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


